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William Faulkner's Absalom. Absalom!                     ，

Sutpenの 計 画 の破 綻 が 表 す 南 部 の 罪 過

成 瀬 尚 孝

序

 この小説はThomas Sutpenの 成功 と没落を描いている。主人公Sutpenは 少

年の頃の屈辱的な体験が もとで成功 しなければならないという脅迫観念 に駆

られる。そこで計画 をたて，その達成に取 りかかるが，彼の計画 とはどのよ

うなものなのか，そしてその達成に重大 な係わりを持つ彼のイノセンスとは

どういう意味なのか，をまず検討する。つぎに作者は主人公 に成功について

語 らせるとき，dreamと いう言葉 を使わずにdesignと いう言葉だけを使 うが，

それはなぜかを考える。彼はいったんは計画 を実現 させるが，その後挫折す

る。なぜ彼は手中にした成功を維持で きないのか，その理由を調べる。そ し

て彼の失敗の意味を考 え，最後 にこの作品の意図を探ることを本論 は目的

とする。

1.Sutpenの 計 画 と イ ノ セ ン ス

 Faulknerが 主人公の成功 と挫折をとお して描 こうとしたものは南部の歴史

であ り，その根底 にあった人種問題である。作者は登場人物たちにSutpen一 一

族の出来事 をそれぞれ語 らせることによって，主人公 はいうまでもなく彼 ら

一族の像を創 り上げようとする。 しか し，「個々人には真実は見えないと思

う。…真実を見ても，その一面を見るにす ぎない」 と著者がいうように，登
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場人物たち一人ひとりでは完成されたSutpen像 を創 りあげることはできな

い。1彼 らはそれぞれ自分が見聞 したことを話すために，ある出来事につい

てい くつ もの見方が語 られ，その結果内容 に齟齬が見 られるか らである。ま

さしくFaulknerが いっていることだが，「…この老人[Sutpen]自 身は少 しば

か り大きす ぎる人物だったので，Quentin， Miss RosaやMr. Compsonと 同 じよ

うな普通の人たちはみな，一度に彼を理解することができなかった」のであ

る。2し かし，「だれも完全な真実を理解 していな くて も，すべてを繋 ぎあわ

せてみると，真実はみなが見たもののなかに含まれている」 ことが分かる30

だか ら，反復 される複雑 な出来事のなかか ら，「あるが ままに主人公を理解

するにはより賢明なあるいは…もっと思慮深い人物」の力 を借 りなければな

らない。4そ の役割を与えられたのが，QuentinとShreveと いう若い知的なハ

ーヴァー ドの学生である。二人の想像力によって紡 ぎだされたこの物語はだ

いたいつ ぎのように単純化できる。

 ヴァージニアの山奥 に生まれたSutpenは 家族 と共に，州の低地方に移住

する。あるとき父親の使いで行 った農場主の屋敷で，猿のような黒人の召使

から玄関ではなく裏 口に回るようにいわれて，激 しい屈辱感 に苛まれる。理

不尽な扱いを受けないようにするためには，あの農場主 と同じ身分を獲得 し

なければならないと彼 は決意 して，成功の機会が多い といわれる西インド諸

島へ渡る。そこで奴隷の叛乱を鎮圧 した功績が認め られ，彼がその下で働い

ている農場主の娘 と結婚 して，息子をもうける。 しか し，息子が生まれてみ

て初めて妻に黒人の血が混ざっていることを知 り，彼は自分の計画に合わな

いという理由で妻子を離別する。

 その後彼は ミシシッピ州のJeffersonに現れ，そこで苦闘しながら農場主へ

の道を歩みだす。彼は町で尊敬されている家の娘 と結婚 し一男一女をもうけ，

やがてその地で最大の農場主になる。その成功のさなか，息子が大学の友人

を伴って家に帰って くる。息子はその友を愛 し，妹 を彼 と結婚 させようとす

る。だが，Sutpenに その結婚を反対 されたために，父親 と大喧嘩をし，相続

権 を放棄 して友人と家を出る。その頃南北戦争が始まるが，二人は兵士 とし
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て，父親は将校 として戦場に赴 く。友人は自分を息子 と認めようとしない父

親Sutpenへ の反発から，その結婚 に踏み切 ろうと考えるようになる。一方，

息子は野営地で父親に会い，彼の反対の理由がその友人にすでに子供 までな

した黒人の愛人がいるか らではな く，友人に黒人の血が流れているからだと

知る。そ して息子は結婚に反対するようにな り，どうしても結婚するという

友人を射殺 して逃亡する。

 Sutpenは 戦争から帰還 して跡継 ぎを失ったことを知 り，亡 くなった妻の妹

に求婚する。そのとき，彼は男の子を生んで くれるように頼み，男児が生ま

れたら結婚 しようといって相手 を怒らせ，結婚 を拒絶 される。その後彼の農

場で働いている貧乏白人の孫娘に子供を生 ませ るが，それが女の子だと知る

と彼女を捨てる。怒ったその貧乏白人は主人公 を殺害する。Sutpenの 子供た

ちも次第にこの世 を去 り，最後 に彼の血を受け継 ぐ子孫のうち生 き残るのは

白人と黒人の血が流れている白痴一人だけとなる。この精神遅滞者は最初の

結婚で生まれた主人公の息子の孫にあたる。

 以上がこの小説のだいたいの内容だが，農場主になるという計画を実現 し

ようとした主人公がこうした悲劇的な結末 を迎えるのは，成功を手中に しよ

うとする彼の考え方のどこかに問題があったからではないかと推定 される。

そこでまず，彼が計画の実現に駆 り立てられた理由から検討 してい くことに

する。

 主人公 に農場主を志 させた直接的な理由は，大邸宅の玄関先で黒人から受

けた侮辱のためである。だが，一家が山奥 を出てか らその屈辱的な瞬間にい

たるまでの彼の人生には，悲惨な出来事が多い。兄二人は家出をして消息が

知れないこと，姉の一人は旅の途中で父親の分か らない子供 を生んだこと，

泥酔 した父親が酒場から牡牛のような黒人にとうもろこし粉の袋のように担

ぎ出されたこと，姉と二人で道を歩いていると，黒人の御者に道を空けるよ

うにいわれて，馬車が巻 き起 こす砂埃にまみれたことなど，既に彼のなかに

は家族や社会に対する憤懣が溢れている。その憤 りを爆発させたのがあの農

場主の屋敷の玄関で猿のような黒人の召使いか ら裏口へ回れといわれた出来
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事，つ まり 「少年の象徴」 となる事件なのである。(261)

 主人公は貧乏白人というすでに敗者となっている彼の人生に明確 な目標を

持つことになる。それは屈辱を晴 らすためにあの黒人や農場主に報復するこ

とである。 しか し彼は侮辱に苦悶 しながらも，13，4歳 に過ぎない少年にして

は，冷静である。黒人の召使個人に復讐 しても意味がない，それよりは黒人

に無礼な応対をするように指示 した農場主のほうが問題である，と彼は考え

る。相手 と戦う場合その相手 と同じ性能をもつ武器を持たなければ，戦いに

ならないと山奥に育った主人公は，ライフル銃 という解 りやすい比喩をもと

に考えを進める。その結果，彼は相手と対等の身分を手に入れなければなら

ない と判断 して，「土地 と黒人 と立派 な邸宅」 を獲得 しようと決心する。

(238)彼 の決意は恥辱をもとにして心の内奥で固められただけに，その計画

はなにがあっても実現されなければならないものとなる。

 こうした冷静な判断ができるのは彼がイノセンスという資性 を備えている

か らである。「そのイノセ ンスが，他人が話 しているみたいに冷静に，ライ

フル銃の比喩を使ってこの問題を処理するように彼に教え」るのだ。(238)

それは，思わず絶叫して しまうほどの屈辱の体験のなかで，彼が突然意識 し

たものであ り，「果て しない平原に記念碑のように屹立 している厳 しい くら

いに完璧な形 をしていた」のである。(238)つ まり彼のイノセンス とは，

あの恥辱的体験のなかですべてが崩れ去った後に残された，絶対に変ること

のない根源的な彼の本質のことである。それは，屈辱によって彼の心の奥底

で意識されたものであ り，いったん決心 したら変更は許されない断固とした

厳格 さを持つ。それがある対象にむけ られたとき，ひたむきな，頑ななまで

の，その意味では純真な，なにかを追求する姿勢となる。彼のイノセンスは，

Cleanth Brooksが 論 じていることだが，アメリカ文学によく見 られる，純真

な年若い主人公が最初は持っているが，社会へのイニシエーションの儀式 を

経ることによって失われる資質とは異なっている。5

 主人公について祖父が語った話を父親から聴いたQuentinは ，つ ぎのよう

に話す。
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 Sutpenの 問題はイノセンスだった。突然彼は，自分が したいことでは

な くてただ しなければならないこと，望もうと望むまい としなければな

らないことに気づいた，なぜならもしそれをしなければ，これか らの人

生で彼 自身にも，彼のあらゆる先祖が彼の内部 に後の世代に伝 えるよう

にと残 していったものにも，彼がそれをきちんとしようとしているかを

見守っているすべての死者たちにも，顔向けがで きない と彼 には分かっ

ていたからだ……それがなにか彼が分かったその瞬間，それは彼にはあ

まりにも思いがけないないことだと彼は理解 した， というのも彼は，14

歳 くらいになるまで，それをしなければならないことを知 らなかっただ

けではな く，そんなものがこの世にあってしてほしいとか，する必要が

あるとか思われていることを知 りさえ しなかったか らだ。(220)

 ここで言及 されている彼の しなければならないこととは，その恥辱を晴ら

すために報復 しようとすること，つまり農場主の地位 を獲得 しようとするこ

とであると考えられる。 というのは，このパラグラフの後に彼の一家がヴァ

ージニアの低地帯へ移住 してい くときの悲惨な生活 とその後に農場主の大邸

宅の玄関で黒人の召使に裏口へ回れと追い払われる屈辱の場面が続 くからで

ある。 とすれば，彼のイノセンスが問題であるということは，その計画の遂

行 にあたって，彼がひたむきで，頑なで，限 りなく純粋であるために，その

計画は挫折せ ざるをえない という意味に解釈で きる。別の言い方 をすれば，

計画の達成以外は彼の眼中にない という偏執的な執着心が彼のイノセンスの

問題ということなのだ。

 彼の計画達成への道は，彼がたまたまある冬三か月間通った学校で西イン

ド諸島の話を先生から聴いたことに始まる。そこは，賢 くて度胸があれば，

方法は問題でな く，貧 しい男が金持ちになれる所だと教えられる。そのとき

彼は，「度胸は持っていると思っていた し，賢さは努力と経験を積み，活力 と

意志によって身につけられるものなら，私にも習得できるはずだと信 じてい

た」 と語る。(242)彼 はイノセ ントであるだけに，賢さと度胸によって金を
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手に入れられると固く信 じて計画の実現にのり出す。

 その後の人生で，彼が成功 を勝 ち取 とろうとする行動には，賢さはべつに

しても，度胸が重要な役割 を果たしていることが分かる。西インド諸島で奴

隷の反乱を押 さえ込んだのは彼の勇気であ り，その結果農場主の娘 と結婚で

きるし，またその島から連れて きた黒人たちを彼が自由に扱えるのは，素手

の闘いによって力を誇示できたか らである。そしてインディアンの酋長から

広大な土地を手に入れられるのも，あるいはMr. Coldfieldの信用を利用して屋

敷の家財道具一式を獲得するの も，冒険的な賭けをおこなう度胸のためなの

だ。さらに，「彼をMiss Rosaと 婚約させたものは，賢 さというよりも，意志

というよりも度胸だったのだろう」ということだ。(278)彼 の軌跡は計画の実

現にわき目もふらず度胸によって突 き進んでいることを示 しているが，それ

を支えているのが彼のイノセンスなのである。

 彼の計画の中身は，厂それを達成するには金 と，邸宅 と，農場 と，奴隷と，

家族一 もちろんそれに伴 って妻が必要で した」 と彼が述べているように，

はっきりしている。(263)そ れらを獲得 しようとした理由はただ一つ，少年

時代の彼を侮辱 した農場主に対抗するためだったはずである。だが，後に彼

はそれを 「驚愕 し，絶望 した少年の作 り話だった」と否定 し，計画を実現 し

たかった本当の理由を以下のようにGeneral Compsonに 説明する。(261)

 いま私は，その少年が白い扉の前に立って ドアをノックする必要が二度

とない所へその少年を受け入れてやりたい，ただ保護するためではなく，

その少年が誰であれ名もない見知 しらぬ少年でも，その子が知 り合いのす

べての人たちに背を向けて永久に扉を閉め，彼の(そ の少年の)名 前 さえ

耳にしたことのない彼の子孫たちが，生まれるのを待っていた夜明け前の

光を待 ち望 むことがで きるように してや りたいのだ，その時彼 自身の

(Sutpenの)子 供たちとまったく同じように，その少年の子孫たちが悲惨

な状態からかつて永久に解き放たれたのだということを知る必要がないよ

うにしてや りたいのだ一(261)
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 彼が成功 したいと思ったのは，かつての彼 自身のような少年が彼の邸宅の

玄関に来たら受け入れたいか らだったのだ。Dirk Kuyk， Jr.が指摘するように，

Sutpenが 計画を実現 しようとしたのは，南部名家 を確立するためではな く，

名 もない見知 らぬ少年がやって来たら黒人の召使 にその少年を追い払わせる

かわりに，その少年 を迎 え入れ，その子の子孫 まで面倒をみようとしたため

なのである。6確 かに，上記の引用文に見られるように，主人公の意図はその

とおりなのであるが，そうすると彼が突然不幸な子供を思いやる善意の人物

に変わってしまう違和感を覚える。

 もともと彼はイノセントであるだけに計画の実現だけを目指 して生 きてき

た。最初の妻に黒人の血が流れていると知ると，十分な配慮 をしてはいるが

離婚 している。彼の屋敷を建てたとき，フランス人の建築家に逃亡 しなけれ

ばならないほど過酷な労働 を強いている。まだ20代 の後半で，自分の娘 より

も若いMiss Rosaに 男の子が生まれたら結婚 しよう，と59歳 の男が平然 とし

ていえるほど，彼は厚顔で冷酷である。また，彼の雌馬が雄の子馬を生んだ

ことを知ると，彼の女児を生んだばか りの，Wash Jonesと いう貧乏白人の孫

娘に，「なあMilly， お前 も雌馬でなくて残念だ。そうなら，厩にちゃんとし

た囲いをおまえのために作 ってや ったのに」 と，彼女 を侮辱する。(286)

Sutpen像 を創造 しようとする過程で，客観的な立場にいるShreveが 何度 も彼

のことを 「the demon」 と呼んでいることからも，彼の悪辣さが分かる。7何 よ

り，彼は息子が大学に通 う頃には，「郡で最大の地主で，綿花農場主になって

いた」が，見知らぬ少年を彼の邸宅に迎え入れたという事実はない。(72)

 こうした彼の冷酷で利己的な行為 と，見知らぬ少年 とその子の子孫 まで受

け入れようとする博愛精神 とはどのように係わっているのか。もしまった く

無関係だとすれば，その発言は彼の唯一の親友であったGeneral Compsonに 対

して自分を美化 したかったからではないかという推測が成り立つ。だがそん

な余裕は彼 にはなかったはずだ。とい うの も，彼がその親友 を訪れたのは，

戦時下に一日の休暇で一時帰郷 していたときだからだ。その慌 しさのなかで，

たんに自慢話をするために親友 を訪問するというのは不 自然である。そうで
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はな く，なにか重要な話があったのだ。事実，彼はそのとき自分の計画がど

こで間違っていたのか，それを親友に指摘 して欲 しいと痛切に思っていたの

だ。今度こそ彼の計画は彼の年齢を考えると失敗は許 されないからだ。その

原因を突 きとめようとしていた以上，彼は計画を飾るはずはなく，事実を話

さなければならないことは分かっていたはずである。こう考えると，やは り

彼が どんなに冷酷な，悪辣な行為 によって農場主になろうとし，その身分を

保持 しようとしたとしても，見知らぬ少年を受け入れようという計画は彼の

真意であったと考えるほうが妥当である。

 とすれば，この二つの矛盾する考え方 を彼が違和感な く持つことができる

理由を説明する必要がある。彼にはなにものにも優先 して計画を遂行 しなけ

ればならない という思いがある。そのひたむきで，頑なな考え方を彼にさせ

るのは，前に述べた彼の重要な資性であるイノセンスである。この資質のた

めに，彼 は目標だけを見据えて，どのような手段 をとろうとまったく気にか

けないという生 き方をして きたのだ。「Sutpenの 問題 はイノセ ンスだ」 と

General Compsonが 指摘 したように，他人か ら見れば問題であっても，彼 には

その意識はなく，自分は正道 を歩んでいるとしか考えなかったのではないか。

だから，彼は自分の行為と理想 との落差に矛盾 を感 じることなく，平然 とそ

の両者を心のなかで併存させることがで きるのだ。Faulknerが 彼は普通の人が

理解するには少 しばか り大 きす ぎる人物だと言 うのは，こうした点のことを

指 しているのだと考えられる。

II、``design， ，で あ っ て ，``dream，'で は な く

 Sutpenは 独立独行の人である。彼が農場主になろうとして，その計画の達

成に邁進する姿は，19世 紀のアメリカでよく見られたアメリカン ・ドリーム

を追った人たちに重なる。彼の成功への道は後の アメリカで悪徳資本家

robber baronが 他人を踏みにじって財産を築いたや り方を彷彿 させる。彼が行

った西 インド諸島でも 「金を手に入れるには死の危険性が高 く， ドル金貨は
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金そのものではな く血によって輝いていた」 といわれるほど，富の獲得には

死の覚悟が必要だと思われていた。(250)こ うした危険を冒 してまで彼が し

たことはまさしくアメリカン ・ドリームの達成にほかならないが，作者は主

人公に成功 を語 らせるとき，他の登場人物の場合 と違って，dreamと いう言葉

をいっさい使っていない。主人公が追及 したものはdesignで あってdreamで

はないというわけである。

 Faulknerは この小説でdesignと い う言葉を29回 使 っている。その うち二

回はBonの 母親の弁護士とHenryが それぞれ計画について述べる際にこの語

を用いているが，その他はすべて主人公が自らの目的達成について話すとき

にdesignと いう言葉 を使っている。一方dreamは ，全部で22回 用い られて

いる。8そ のなかでアメリカン ・ドリームという限 られた意味でこの語が使

われるのはわず か四回で，いず れ も他 の登場 人物 ，Miss Rosaが 三度，

Shreveが 一度，主人公が狂 ったように成功に向かってい く姿 を描 くために

dreamと い う言葉 を用いている。

 なぜ この二つの言葉は使い分けられるのか。主人公が西インド諸島へ行こ

うとした とき，彼 は 「易 しい ものは何 も信 じられなかっただろ う」 と

General Compsonが 指摘するほど前途に不安を抱いていた。(244)だ から彼

は漠然としていて，憧れを伴 う，実体のない夢のようなものではな く，手ち

かにあって実現 に乗 り出しやすい対象にまず目を向けたはずである。彼が目

指すのは，はっきりと形のあるもの，始めから獲得 しようと思っていた 「土

地 と黒人 と立派な邸宅」であって，その上で貧 しい見知 らぬ少年を受け入れ

ようという願いが伴っていたとして も，それは少なくとも彼には夢ではなく

現実のレベルの問題として捉えられていたと考えられる。だか ら，あとはた

だそれを手に入れる計画をたて，実行に移すだけでいいのだ。主人公 も計画

だけを追い求めればいいように，愛の ような人間的な感情が入 り込むことの

ない，実務的，現実的な性格を与えられている。 しかも，西インド諸島へ出

発する際には，成功するために必要な考え方さえ教えられる。賢明で勇気が

あれば，方法を考える必要はな く，金持ちになれるというのだ。そこに見ら
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れるのは，あ くまでも具体的なものであって，夢の追求のような漠然 とし

たものではない。

 一方他の登場人物 たちは，普通の感覚で成功 という言葉を捉 え，主人公

の成功には夢の要素が伴わないことを主人公ほどに意識 しない。そのため，

なにげなくdreamと いう言葉が使えるのである。主人公が成功 を即物的に

捉えているのに対 して，他の登場人物たちは自分たちには叶わぬこととそ

こに憧憬 を抱 く。その意識の差が主人公の成功の原動力になっている以上，

二つの言葉の明瞭な使い分けが必要なのである。だから，著者は主人公の

目的達成 にdreamで はなくdesignと いう言葉を選んだのだ。

 もう一つの理由 として，Faulkner自 身の黒人問題 についての考 え方がこ

の言葉の峻別した使い方のなかに明瞭に表 されていることを挙げることが

で きる。西イン ド諸 島のハイチは13年 間におよぶ奴隷革命運動によって

1803年 にフランスか ら独立を勝ち取っている。この独立運動はSutpenが 西

インド諸島へ行 くおよそ20年 前のことであるが，この小説にも描かれてい

るように，そのときでもまだ影響力を強め，その地域の住民に叛乱を引き

起 こす勇気を与 えていたといえる。奴隷制度を不条理 とするFaulknerは ，

主人公の農場主としての成功が黒人奴隷を使 うという，他人を踏みにじっ

た手段で しか成 り立たない以上，彼の行為 を表現するのにdreamと いう言

葉が不適切だと考えたのではないか。たとえ西イン ド諸島のMartinique島

で主人公が後の成功の基盤のすべてを手にしたわけではないに しても，彼

の有能な黒人奴隷の例 に見られるようにその一部を獲得 していたことは，

間違いのない事実だからである。西インド諸島は 「落伍者や敗残者が最後

にやけになって荒れ狂 うための，暴力 と，不正 と，流血 と，人間の貪欲 と

残酷 という悪魔的な欲望のための舞台 として神が創 り，顧みなかった場所」

なのだ，と作者はGeneral Compsonに 語らせている。(250)そ うであるな

ら，なおさら地獄のような所で成功への第一歩を印 した主人公の行動は絶

対にdreamと いう言葉には結びつかないと作者は考えていたといえる。だ

か らこそ主人公が西イン ド諸島へ行こうと決めた日と砂糖 きび農場主の屋
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敷 に閉 じこもって奴隷 と戦った夜までの六年間そこで何 をしたのか彼はまっ

た く話せないのだ。それは口にするのをはばかるほどの残酷な行為であった

に違いないからである。その後Jeffersonに おける主人公の行動はその延長線

上にあ り，さらに黒人奴隷に依存度を高めてい くのであれば，その成功を表

現するのにdreamと いう語は使えない という作者の考えは一層強められたは

ずである。

 アメリカン ・ドリームを追求す る過程で倫理に反す る行為 を行 わなけれ

ばならないことと，もともと人を人として遇することのない奴隷制度 を富

の蓄積の基盤に していることとは，本質的に異なっているのである。 だか

ら作者はSutpenが 農場主への道 を語 る場合最 もふ さわ しい言葉 として

designと いう文字 を使ったのである。

皿.「 計 画」 の破 綻

 主人公が農場主の地位を守れなかったのは，黒人についての考え方に問題

があったからである。もちろん当時の南部農場主は彼 と同様の考え方をして

いる人たちが圧倒的に多かったが，その考え方が原因で彼のように破滅 した

農場主は存在 しなかったといっていい。彼の問題は，貧乏白人であったため

に彼のほうが彼 らの考 え方を無条件 に受け入れたことである。作者が指摘 し

ていることだが，主人公の問題点は 「ある人物の財産 とまった く同じような

うわべ を飾るもの，つまり大邸宅やそこにいる召使 を手に入れることで，私

はその人物が自分のことを立派だと思っているように，私 自身を立派にする

つ もりだ」 と彼が考えていることだ。9そ こには所有の対象としての物があ

るだけで，人が生 きてい く上で必要な 「良識，信義，同情，哀れみ」 といっ

た倫理観や人間的感情が欠如 している。10だ か ら彼は運命 に見放 されたの

だ。

 Sutpenは ，南部名家を確立 しようとするとき，南部社会が要求する基準 は

すべて充たさなければならないと考える。「社会が黒人は白人 より劣等であ
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ると思 うのなら，立派な名家が黒人 ということはあ りえない。社会が黒人

の血が少 しでも入っていれば完全 な黒人だと見なすのなら，夫にも妻にも

黒人の血が少 しでも入っていることはあ りえない。社会がたとえばオリー

ヴ色の肌とか黒人であるという噂で さえ怪 しいと思 うのなら，立派な名家

はそうした疑わ しい土台の上に成 り立つことはあ りえない。そして女性一

一 また男性一 の純潔が とりわけ賞賛 されるのなら
，もっとも立派な名家

を築 く男性は童貞のままでいることになるだろう。」11これが，Dirk Kuyk， Jr.

が指摘するように，主人公が受け入れた南部社会の規範 なのだ。そのため

彼は 「それ[最 初の結婚までは彼が童貞であったこと]も また私が心に抱

いていた計画の一部で した」 というのである。(248)

 Noel Polkや その他の研究者たちは主人公の童貞の問題 に疑問を投げかけ

ているが，とくにPolkは 興味深い考えを示 している。彼によると，それは

主人公の問題ではなく彼の妻のほうの問題であ り，生 まれた子供がほかの

男の子供であったから，彼は妻子を捨てたというのである。そう考えると，

その後の展開について人種問題だけではない多様な解釈が成 り立つとPolk

は主張する。12この作品は奥行 きが深いか ら，確かにそれは一考 に価する

主張であるが，そうなると男女間の，夫婦の問題 になって しまってこの小

説の主題 と離れて しまうのではないか。何 よりも作中で主人公が，童貞で

あることは計画の一部だと明言 しているのだから，つ まり女性の純潔が望

まれるのなら，男性 も童貞のままでいることが大切だとイノセン トに信 じて

いるのだか ら，それを素直に受け入れるほ うがこの作品本来の解釈に役立

つ と考えられる。

 主人公は人生の三つの重要な段階で判断 を誤 ったために計画を挫折 させ

ることになる。最初は西イン ド諸島のMartinique島 で農場主の女婿 となり，

彼の子供が生 まれたときである。彼はその子供 に黒人の血が混 ざっている

ことに気づ くと，自分の計画に妻とその子は合わないという理由で結婚に

終止符 をうつ。離婚について彼は自らの正当性 をこう主張する，「自分の卑

しい素性や とぼ しい持ち物については隠さず話 したのに，相手 には隠しご
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とば か りか 嘘 が あ り， しか もそ の 嘘 は彼 の計 画 全 体 の核 心 をい つ の 間 に か 無

効 に し駄 目 に した だ け で は な く， 過 去 に彼 が 苦 しみ 耐 え て き たす べ て ， さ ら

に そ の 計 画 に む か っ て将 来 成 し遂 げ るす べ て を皮 肉 に も錯 覚 に して し ま う よ

うな ひ どい 性 質 を持 っ て い た の だ」 と。(262-3)し か も別 れ る と き， 彼 は 妻

子 が 十 分 暮 ら して い け る よ う に 配 慮 して財 産 に た い す る 自分 の 権 利 を放 棄

し，20人 の 黒 人 だ け を受 け取 っ た とい う の で あ る。 しか しそ れ は 彼 自 身 認

め て い る こ とだ が ， 無 理 や り良 心 を納 得 させ た結 果 な の で あ っ て ，General

Compsonが い っ て い る よ う に， 「そ こ[計 画 を推 し進 め る こ と]に は 良 心 は

ま った くな か った 」 の で あ る 。(262)彼 は名 家 に黒 人 の 血 は 一 滴 た りと も は

入 って い て は い け ない とい う南 部 社 会 の規 範 を受 け 入 れ て お り， そ れ に あ く

まで も忠 実 で な け れ ば な らな い と考 え る。 彼 は イ ノ セ ン トだ っ た か ら， い っ

た ん こ とを決 め た ら， そ れ を最 優 先 に して他 に は 目 を 向 け ず ， ひ た す ら 目的

を追 求 す る こ と に な る。 だ か ら彼 に とっ て ， 離 婚 は 良 心 の 問 題 が 入 りこ む余

地 が ま っ た くな い ， 当然 の帰 結 なの で あ る 。 だが ， こ れ が 彼 の 計 画 を破 綻 さ

せ る要 因 とな る 。

 二 度 目 は彼 が 農場 主 と して の地 位 を確 立 し，南 部 名 家 を繁 栄 させ よ う と努

め て い た 時 で あ る 。 父 親 の 話 を 聞 い たQuentinに よ る と， Sutpenは 息 子

Henryが 最 初 の 手 紙 でCharles Bonと い う友 人 の 名 前 を知 らせ て きて か ら， そ

ん な こ とは あ りえ な い ，皮 肉 に も限 度 が あ る と思 っ て い た と い う こ とだ 。 だ

が そ の 友 人 が 訪 ね て きて息 子 に紹 介 され た と き， 彼 は 自分 が 間違 っ て い た こ

と を知 り衝 撃 を う け る 。 「彼 は あ の 計 画一 邸 宅 ， 地位 ， 子 孫 な どす べ て一

が 煙 で で きて い た よ う に音 もた てず ，突 風 も引 き起 こ さず ， 残 骸 さえ も残 さ

ず に崩 壊 す る の を感 じ耳 に した に 違 い な い 」 とQuentinは そ の と きのSutpen

の 気 持 ち を推 測 す る 。(267)一 方 そ の と きのBonの 思 い を， 後 にShreveは

Quentinと の 対 話 の な か で ， こ う説 明 す る ， BonはSutpenが ま っ た く動 揺 を

表 さ な か っ た か ら， 逆 に 相 手 が 自分 の顔 に真 実 が あ る の を認 め た こ と を知 っ

た の だ ， と。 つ ま りSutpenは 父 親 だ っ た か ら， しか もCharles Bonと い う名

前 ま で つ け た 父 親 だ っ た か ら，Bonが 最 初 の結 婚 で 生 まれ た 自分 の息 子 だ と
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す ぐ分かったというのである。一方息子のほうもSutpenを 父親だと確証はな

いが思った というのだ。それで もSutpenは こうなったことを 「天罰 とも，

父親の身から出たさびとも，運が悪かったともいわずにただ間違いだといっ

た」 と伝えられている。(267) そこにも彼特有の初志貫徹の姿勢が見てと

れる。だから彼 は農場を守るために防御態勢をとる。それはその事実を知 ら

ない正嫡の息子Henryが 友人と妹のJudithを 結婚 させようとすることに反対

することである。

 この小説の最 も重要な主題はSutpenが その結婚 に反対す る理由である。

それは息子が結婚 を成就 させようと努力する過程でしだいに明らかになって

くる。最初問題だと考えられていたものは友人の重婚であったが，つぎには

それが近親相姦にかわり，さらにそれに加 えて黒人の血 とい うように問題は

当時の社会の基準から見れば しだいに深刻化 してい く。Henryは この結婚に

反対する父親に反抗するために，父親の農場 にかんする権利をいっさい放棄

する。そこまで してこの結婚を成立させようとしたHenryが 認めることがで

きるのは，最初は悩んだ末の重婚までなのだ。それから近親相姦の問題が明

らかになって，さらに苦悩 してそれにもまた譲歩するように自分 を納得させ

る。その理由は，彼が妹 を愛 しているか ら，Bonに 自分 を投影 して異母兄が

妹 と結婚することは自分が妹 と結婚することだと考えることができるか らで

ある♂3さ らにいえば，彼 は異母兄をまた愛 していたから(89)， 彼 らの結

婚に反対 しようとはしないのだ。それどころか戦場に行った最後の段階にな

ると，むしろ積極的に応援 さえしている。その彼が結婚を阻止 しようと決心

したのは，野営地で父親か らBonに 黒人の血が流れていることを打 ち明けら

れたからである。それは彼 には許せないことなのだ。

 Henryは 南部農場主の家でその跡継 ぎになるように育てられた。幼いころ

父親が素手で黒人と格闘するのを見せ られた り，彼 自身も同 じ年頃で体重 も

同 じ黒人の少年 と闘わされた りしたことが示すように，彼にたいする父親の

教育方針は厳 しかったと考えられる。 しかもSutpenに は，その地域で過去 と

いう歴史の重みをもたない新参者であるという意識があるか ら，いっそう社
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会によく順応するように息子 を鍛えたはずである。当然Henryは 黒人につ

いての南部社会の考え方を父親以上にご く自然に身につけていたと考えら

れる。それは異母兄にたいする愛よりも強い，抑制で きないほどの意識で

あったから，彼はBonを 許せなかったのだ。彼 にとって妹 をその結婚から

守ることは，彼女のヴァージニティだけではなく南部農場主のあるべ き姿

を守ることであるとい う意味を持 っているか ら，彼 は異母兄を殺 さざるを

えないのだ。

 しか しそれほど強い人種差別意識がSutpen-J家 にあるとすると，彼の黒

人の娘Clytieと 彼 らの親密な関係をどう説明するかとい う問題が残 る。な

に しろ，Miss Rosaが 顔をしかめるほど仲良 く彼ら兄妹は一緒 に育っている

からだ。その理由は，親密ではあってもJudithとClytieの あいだにはそれ

な りの処遇の違いが見 られる以上，Sutpenが 黒人の娘をこれ以上差別する

必要を認めないからである。つ まり農場主としてあるべ き姿 も地位 も彼女

を育てることによって損なわれることがないのである。14と ころが最初の

結婚で生まれた息子Bonを 受け入れるとなると，事態は変わって くる。黒

人の血が入っているが白人として通るBonを ，たとえ正嫡でないにしても，

息子 と認めることは長子相続制 をとる南部社会では将来の紛争の種 を残す

ことになるという危惧がSutpenに はあったと考えられる。また黒人の血が

混ざった息子を受け入れることは，南部社会の規範を守ろうとす るSutpen

には良心の問題 として絶対に してはならないことに思えたのだ。そこが

Clytieを 受け入れることと根本的に異なる点 なのだ。それにSutpenに は自

分が重要ではないと考えることに関 しては，たとえ人種差別についてであ

って もその行為 に矛盾 した点が見 られるのである。だからClytieはBonと

は違って，差別 を受けないでいられるのだ。それもまた作者が，普通の人

が理解するには彼が大 きすぎる人物だと説明 していることの意味なのだ。

 つ ぎに，その結婚にたいするSutpenの 対応 について考えてみなければ

ならない。それは彼がGeneral Compsonに 語ったつ ぎのような言葉，祖父

の話を父親から伝え聞いたQuentinが 伝える言葉のなかに見てとれる。
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 だが私はいま二度目の選択の必要に迫 られています，そ してその奇妙な

ところは，あなたが指摘 して くれて最初私にもそう思えたのですが，新 し

い選択が必要になったということではな くて，私がどちらを選択 しても，

どちらの道を選んでも同じ結果になるということなのです，つまり私が切

り札 を切らなければならない場合に，起こることなのですが，私 自身の手

で私の計画をつぶ してしまうのか，それ ともなにもしないで，ことの成 り

行 きを私には分かっている方向に進ませて，世間の人たちの目に私の計画

が ごく普通に自然にうまくいっているように思わせるか，のどちらかなの

です，でもそれは50年 前あの ドアにやって来て追い払われたあの少年 を

嘲笑 し裏切るようなやり方だと私自身の目には映るのです，あの少年の汚

名 をそそ ぐためにすべての計画が考えられ，この選択，最初の選択から受

け継いだこの二度 目の選択 をする瞬間へ と進め られて きたか らです…

(273-4)

 Sutpenは ，「切 り札 を切 る」つまりBonに 黒人の血が流れていることを明ら

かにすることによってこの結婚 を認めないで，自分の計画を破綻 させ るか，

それとも成 り行 きにまかせることで，結婚 をだめにして自分の計画 を挫折さ

せるか，その両方の対応の仕方があるが，いずれにしても結果は同じだとい

う。結婚の峻拒は農場の後継者であるHenryを ，もうすでに相続権を放棄 し

ている彼 を永遠に失 うことを意味 しているから，計画の破綻だ とSutpenは 考

える。彼が実際に採った方法は何 もせずにすべてをHenryに まかせることで

ある。だが，そこには悪意が認められるとshreveはQuentinに つ ぎのように

指摘する，「それからこの悪魔は近親相姦の恐れが生 じると，態度を完全に

変えて屋敷から娘の婚約者 と息子 を追い払 うだけではな く，彼(息 子)に 激

怒する父親の代わ りに拳銃を撃つ役目を果たすように，息子 を堕落 させ，誘

惑 し，唆せなければならない」のだ，と。(179)Sutpenは 例のイノセンスを

ここでもまた発揮 して，最初の段階からそれを冷静に実行 していたのである。

そ していよい よ戦局が最終段階にはいってまだ二人が生 きていると知ると，
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彼 は夜 わ ざ わ ざHenryが 所 属 す る部 隊 の 野 営 地 をお とず れ ， Bonの 秘 密 を 息

子 に話 した， とQuentinとShreveは 想 像 す る。 つ ま りSutpenは ， Henryが 考

え る の と同 じ よ う に，戦 争 が 息 子 かBonか あ る い は 二 人 と も死 なせ る こ とで ，

この 厄 介 な問 題 に決 着 をつ け て くれ る と初 め の う ち は考 え て い た に ち が い な

い 。 だ が ， そ う は な ら な か っ た か ら， 最 初 の 選 択 肢 で あ る 「切 り札 を き る」

方 も最 後 には 選 ば な け れ ば な らな か っ たの で あ る 。 彼 は息 子 の性 格 を熟 知 し

て い る か ら， そ の切 り札 にHenryが ど う対 応 す る か分 か るの だ 。彼 が 戦 後 農

場 に帰 還 した と き，Clytieか ら息 子 がBonを 射 殺 して逃 げ た と聞 い て も ， し

ご く平 然 と して い られ る の は， そ の事 件 が 彼 の予 測 して い た こ と だか らで あ

る。 そ の と き彼 の 頭 に あ るの は ，農 場 を ど う立 て 直 す か とい う こ と だ け な の

だ。 こ こで も彼 は度 胸 と賢 さで そ の計 画 に立 ち向 か お う とす る。そ の 冷 酷 さ，

無 慈 悲 さの た め に彼 は悪 魔 と い わ れ る の だが ， そ れ もま た彼 の イ ノ セ ンス の

なせ る業 な の で あ る。

 で はBonはSutpenとJudithの こ と を ど う考 え て い た の か 。 ま ずBonは

Sutpenが 父 親 だ と本 当 に 知 っ て い た の か とい う問 題 が あ る 。 とい う の は この

小 説 の あ る時 点 で 「BonはSutpenが 父 親 で あ る と知 っ て い た か ど う か誰 に も

分 か ら ない 」 とQuentinが 指摘 して い る か ら で あ る 。(269)確 か に， この 小

説 に は そ れ が 事 実 と し て述 べ られ て い な い。 最 後 に な ってQuentinとShreve

の想 像 の なか で や っ と この 問 題 が 解 決 され て い る の で あ る。 そ こでBonを 理

解 す る た め に この 問 題 か ら考 えて い か ね ば な ら ない 。

 こ の 問 題 に か ん して はElizabeth Muhlenfeldが つ ぎの よ うな 優 れ た 考 察 を

お こ な っ て い る 。 そ れ に よ る とJudithは 立 派 な 女 性 で あ り， そ の 彼 女 が ，

HenryとBonが 帰 還 した と き ， ウ ェデ ィ ン グ ド レス を縫 っ て い た と い う こ と

は ，Bonと の 結 婚 に は っ き り と した根 拠 が あ っ た は ず で あ る ， と論 拠 を 示 し

て ， そ の 主 張 をBonが 彼 女 に 送 っ た 手 紙 を も と に論 証 して い く。 そ こ に は

書 き手 と読 み 手 の 問 の 相 互 に愛 と理 解 が 共 有 され て い る こ とが 示 され て い る

ば か りか ， 書 き手 の 正 しい歴 史 観 や ユ ー モ ア まで が 読 み取 れ る。 こ れ ほ どの

手 紙 が 書 け る の は，Bonが 近 親 相 姦 や 異 人 種 間結 婚 な ど絶 対 に犯 す こ との な
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い 人 物 で あ る こ と を 明 瞭 に物 語 っ て い る 。 だ か ら彼 はSutpenが 父 親 で あ る

こ とを 知 ら な い の だ ， と論 者 は 主 張 して い る。15非 常 に説 得 力 の あ る 論 文 で

あ る 。

 一 方Faulknerは ， BonはSutpenが 父 親 で あ る こ と を知 っ て い た と思 う ， と

い っ て い る。16ど ち らが 正 しい の か 。作 者 が か な らず し もほ ん と うの こ と を

い う とは 限 ら な いが ， また この 手 紙 が い つ 書 か れ た か とい う時 間 的 制 約 を つ

け ず に ，作 品全 体 か ら こ の 問 題 を判 断 す る と ， や は りBonは 父 親 がSutpen

で あ る こ と を知 っ て い た と い うFaulknerの 考 えの ほ うに 妥 当 性 が あ る と い え

る。

 そ う考 え る 根 拠 を二 つ挙 げ る こ とが で き る。 まず ，Bonは そ の 手 紙 を書 い

た 時 点 で そ の 事 実 を知 ら な か っ た とい う こ と で あ る 。 そ れ はQuentinと

Shreveが 二 人 で 想 像 す る 野 営 地 の 場 面 で 示 さ れ て い る 時 間的 な川頁序 に よ っ て

明 らか だ か らで あ る。 そ こでHenryがSutpenに 会 っ た と き， Henryの 考 え と

して 「彼[Henry]はJudithが た しか に あ の 手 紙 の こ と を彼[Sutpen]に 手 紙

で 知 ら せ な か っ た と も，Charlesが 彼 女[Judith]に 手 紙 を 書 い て きた と彼

[Sutpen]に 知 らせ た の がClytieだ っ た と も思 わ なか っ た」 と表 現 さ れ て い る

が ， この 手 紙 とはBonがJudithに 送 っ た 手 紙 の こ とで あ る。(353)つ ま り，

Henryが 野 営 地 でSutpenに 会 う前 にBonがJudithに 手 紙 を だ した こ と が 明 示

され て い るの で あ る 。 そ して そ れ に続 く場 面 でSutpenはHenryにBonの 母 親

に は 黒 人 の 血 が 入 って い る と話 し たの だ 。 そ の 後 でHenryはBonに 妹 との 結

婚 を止 め る よ う に説 得 す る が ， あ く まで も抵 抗 され た か らHenryは そ の秘 密

を彼 に 告 げ ざ る を え な か っ たの だ。 だ か らBonが 自分 の 出 生 の 秘 密 を知 る の

は ，Judithに 手 紙 を書 い て か ら しば ら く時 が 経 過 した 後 の こ と な の で あ る。

Bonの 手 紙 が す ば ら しい の は そ の た め で あ る。

 つ ぎに ，QuentinがMiss Rosaと 一 緒 にsutpen屋 敷 へ 行 きそ こで 体 験 した こ

とに よ って ，Bonが 自分 の 父 親 はSutpenだ と知 って い た とい う根 拠 に す る こ

とが で きる 。Quentinは そ の と き の 自分 の 興 奮 し き っ た異 様 な様 子 をつ ぎの

よ う に思 い 出 して い る， 「彼 は20歳 だ っ た ， 怖 くは な か っ た ， とい う の も彼
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がそこで見つけたものは彼に危害 を加えることはないだろうから，でも彼は

走った，暗い見慣れた家のなかでも片手に靴をもったまま，まだ走っていて，

階段 を駆け上がると，自分の部屋 に入 り，急いで，汗をかきつつ，荒い息を

しながら，服を脱ぎ始めた」 と。(372)そ れは彼がその邸宅の二階の部屋で

この物語の登場人物のひとり，Henryに 会って言葉を交わしたからである。

もちろんこの場面でもBonの 秘密については触れられていない。 しかしその

出生の秘密をこの物語のなかで知っているのは，当事者であるHenryを のぞ

けばQuentinだ けであって，彼がその秘密に接す る可能性が最 もたかいとき

は，この折だと考えられる。彼の異常な取 り乱 し方は，衰弱 してベ ッドに横

たわるHenryに 会って単に話 を交わしたことだけでは説明のつかない，もっ

と彼の心 を揺 さぶるなにかがあったと考えるほうが分かりやすい。そのなに

かとは，Bonに 黒人の血が混 ざっていたから，彼 と妹の結婚 を阻むために彼

を殺 さざるをえなかったとHenryか ら打 ち明けられたことなのだ。そう考え

たほうが彼の興奮状態を理解 しやすい といえる。

 Henryは もうす ぐこの世を去ろうとしていることが分かっているから，誰

かに真実を話 しておきたかったにちがいない。ならば，General Compsonの

孫であるQuentinは 打 ち明けるのに最 も適 した人物だと思われたのだ。 もう

ひとつの可能性 としてHenryか らその秘密 を聞いたMiss Rosaが 帰 りの馬車

のなかでそれをQuentinに 話 したとも考 えられるが，同時代を過 ごしたとは

いえ，歴史の証人 としては高齢の彼女 よりも若いQuentinが 選ばれたと考え

るほうが 自然である。やは りQuentinが 第三者ではな くHenryか らそれを直

接聞いたと判断するのが一番すなおな解釈だといえる。だからBonは 自分に

黒人の血が流れていることを知 っていたのであ り，その時期は戦争の末期，

彼がJudithに 手紙 を書いたときよりも後のことなのである。

 Bonが 自分に黒人の血が流れていて，父親がSutpenで あると知っていたと

すれば，その後の彼の行動は理解 しやすい。Judithに 送 った手紙が示すよう

に，彼 は彼女を愛 していた。だから，彼は黒人の血がはいった自分が近親相

姦 まで犯すことになる結婚を しようとすれば，Judithを 悲 しませ るだけだと
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考 え る 。彼 は そ の 秘 密 が 分 か っ た時 点 で ， 結 婚 を あ き らめ た の だ 。Judithを

ほ ん と う に愛 した彼 に は絶 望 が あ る だ け だ 。 彼 は死 を望 ん だ に ち が い な い 。

彼 は ， ま じめ なColdfield家 の気 質 を受 け継 い だHenryの 性 格 をSutpenと 同 じ

よ うに ， よ く理 解 して い た はず で あ る。Henryの 嫌 が る結 婚 を強 行 し よ う と

す れ ば ，彼 が ど う対 処 す る か はBonに は手 に とる よ う に分 か る 。 だ か ら， 結

婚 を 強 行 す る姿 勢 を見 せ て ，Henryに 危 機 感 を抱 か せ ， 自分 を殺 させ る よ う

に しむ け た の だ 。

 だが ， そ れ だ け で は な い想 い がBonに は あ った と考 え られ る。 なぜ な ら北

部 で 生 産 され て一 年 もた って い な い ス トー ヴ の磨 き粉 を見 て ， 自分 た ち の必

需 品 に も こ と欠 く惨 状 と北 部 の 生 産 力 の 余 裕 をユ ー モ ラス に 比 較 す る こ と

で ，南 部 の 敗 北 を予 想 す る能 力 を彼 は 備 え て い る か ら だ6と うぜ ん 自分 を殺

させ る こ と はHenryに は 残 酷 な結 果 を もた ら し， Judithを も悲 し ませ る こ と

に な る とい う くら い の こ とは ， 彼 に は 分 か る は ず で あ る。 そ れ で も 自分 を殺

させ よ う と した の は ，黒 人 とい う こ とで 徹 底 的 に 自分 を無 視 したSutpenに 報

復 し よ う とす る気 持 ち の ほ うが そ の 自制 心 よ りは るか に強 か っ たの だ。 な に

しろ ，QuentinとShreveの 想 像 だ が ， 彼 はSutpenが 厂私 が お ま え の父 親 だ 。 こ

れ を燃 や せ 」と書 くだ け で い い ， そ う し た らそ の とお りに す る だ ろ う， そ れ

が 駄 目 な ら，<Charles>と 一 字 を書 い た紙 切 れ ， あ る い は 毛 髪 か 爪 を送 っ

て くれ れ ば い い ， そ れ で 意 味 が分 か るか ら， と痛 切 な想 い で 四 年 間待 っ た の

だ が ， 彼 はSutpenか ら な ん の連 絡 も受 け なか っ た の だ 。(326)そ れ だ け に彼

は黒 人 と い う こ とが ， そ れ ほ ど悪 い の か とい う無 念 の 気 持 ち をつ よ く抱 か ざ

る を え なか っ た の で あ る。 愛 を失 い ， 黒 人 で あ る こ とを意 識 して 戦 後 とは い

え 人 種 差 別 の 厳 しい南 部 で 生 きて い くこ と にBonは 絶 望 した の だ。 そ れ も ま

た彼 に 死 を決 意 させ た理 由 の ひ とつ とい え る 。

 そ れ で もBonはJudithへ の 愛 とSutpenへ の憎 しみ は別 だ と考 え て ， Judith

を 悲 し ませ な い よ う に， 彼 女 が 自分 の 写 真 を い れ て 彼 に送 っ た金 属 の ケ ー ス

の な か の 彼 女 の 写 真 を入 れ替 え た の だ。 そ こ に彼 の 黒 人 の 愛 人 と息 子 の 写 真

をい れ た の は ，ShreveがQuentinと 一 緒 に想 像 す る よ う に 自分 は と ん で もな
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い悪い奴だから，自分のことは忘れてほしいという彼の思いや りのメッセー

ジなのだ。こうした一連の流れはまさしくSutpenが 考えていたことである。

後継者を失 うことで自分の計画を破綻 させてまでも，彼は自分にとっての良

心 を，農場主一族 には黒人の血が入ってはいけないという南部の規範 をイノ

セン トに守ろうとしたのである。

 ≡：度目にSutpenが 計画遂行の判断を誤 ったのは，彼が戦争から帰還 した

後のことである。彼はみたび意志 と勇気 と賢さを備えていると信 じて，荒廃

した農場の再建に必死に取 り組 む。59歳 になった彼には時間があまり残 さ

れていないから，その努力は狂気の様相 をおびる。だが彼が西インド諸島か

らつれてきた黒人たちはみな農場を去 り，残 っているのは老いた雇い人，あ

の貧乏白人のwash Jonesだ けであれば，その結果は明らかである。それでも

彼が計画の達成 に励 むのは，いったん決めたことはあ くまで もや り遂げると

いう，あのイノセンスのためである。彼は農場を昔の姿 に戻そ うと奮闘する

が，その復興は微 々たるものである。Miss Rosaは こう観察 している，「彼は

この世を去る日までに，百平方マイルのうちどのくらいの土地 を農地にして

管理 し，自分のもの と呼べるのか，そ してたとえ彼の身になにがあっても，

Sutpen百 平方マイル農場の形骸 くらいは維持できそうだ， Sutpen一 平方マイ

ル農場 と呼んだほうがふさわ しくても，ということをはっきり分かっていた

のです」 と。(168)農 場が百分の一に縮小 してもまだ彼は後継者が必要だと

考える。17その想いがMiss Rosaと 婚約 をさせ，平然 として試 しに子供を生

んでみて，その子が男の子なら結婚 しようといわせるのだ。その結果彼は彼

女 と後継者 を得 る可能性 をうしな う。 さらに，その後Wash Jonesの 孫娘

Millyに 子供 を生ませ，その子が女児だと分かると，非情にも彼女を捨てる。

彼は農場 と後継者のことしか頭にないから，自分の行動が他人をどれほど傷

つけるか分かっていない。

 一方Millyの 祖父は孫娘がSutpenの 子供を生んだことを，貧乏白人の身分

から抜け出すよい機会だと考えていた。しかも相手は神のように尊敬 してい

た彼の雇い主である。彼は戦後の混乱のなかでSutpenと ともに羽ばたいてい
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こうと思っていたのだ。だがSutpenが 孫娘 と生まれた子を弊履のごとく棄て

去るのを見て，望みが完全 に打ち砕かれたと悟ったとき，彼の尊敬は殺意へ

とかわる。Miss Rosaに よれば， Sutpenは 「最後に錆びた草刈用の大がまの一

撃のなかに計画からの解放(休 息や平安ではないとしても)を 見いだした」

とい うのである。(171-2)彼 の思い込みの激 しさは死ぬ以外に彼をその計画

か ら解 き放つ ことはないのだ。Miss Rosaは 彼のイノセンスの本質 をよく見

極めていたといえる。

 結局Sutpenは あの農場主の玄関で猿のような黒人の召使 から裏口に回る

ようにいわれたあの少年時代以来，まった く変わっていなかったのである。

その意味では59歳 になってもまだ彼 は一度思い込 んだらそれを絶対変えな

いという意味で，イノセントのままであったのだ。 トラウマ となったあの事

件のあと彼は計画実現のために南部社会の規範を受け入れたが，それを最後

まで守 りぬこうとしたことがついに彼に死をもたらし，彼の計画 を破綻させ

たといえる。

IV.結 論

 この作品はSutpenの 野望がついえる経過 を詳細 に描いているが，さらに

子孫にまで彼の悪行の影響がおよぶ過程をも明らかにする。Henryは 逃亡生

活を強いられ，JudithはClytieと ともに，戦後の悲惨 な状況のなかで辛酸を

なめ させ られる。だが焦点はBonの 子孫に当てられる。作者は，かれらの人

生をとおして，奴隷制度 を保持 した南部社会の考え方がひとりの男にあたえ

た影響をなおも追求 しようとする。そこに南部社会の本質的な問題があると

彼は考えるからだ。

 そこでBonの 息子Valery Bonは ，外見は白人 という，アイデンティティを

確立 しがたい特徴を与えられ，本来の人種 として認められない苦 しみを味あ

わされる。彼は黒人の荷役人足や水夫 には白人と見られるため，それを否定

するとさらに彼らの確信 をつよめてしまう。一方白人には自分は黒人だとい
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うと肌の色のために嘘をついていると思われる。このように彼の人種的立場

は意識 と大 きな落差がある。彼の成長過程は，JudithやClytieの ，冷たい と

ころはあるかもしれないが，配慮のある世話を受けて，表面上は不幸ではな

い。それでも，彼女たちと一定の距離 をおこうとするのは，彼が自分には黒

い血が流れていることを知っていたからである。だから黒人たちと付 き合 う

のだ。彼が 「石炭のように黒い，猿のような女」 と結婚するのは，自分が黒

人であるというアイデンティテ ィを世間に明示するためである。(205)こ の

ように黒人だと自己確認 をしても，南部社会で黒人であることの屈辱，その

一方で肌の色のために黒人に受け入れらない苦 しみという，二重の苦悶が彼

にはたえず付 きまとう。彼は絶望感にとらわれ，Sutpenの イノセンスを彷彿

とさせる徹底 した反抗的な態度をとることで自分の宿命を告発せざるをえな

い。それが彼に繰 り返 し暴力沙汰に訴えるとい う行為 をとらせることになる。

まさに，彼の生活は，Mr. Compsonが 想像するように，「彼が自分で決めて創

りだしたゲッセマネへの道，彼が自分を十字架にかけ，一瞬それをはずして，

またそこへ戻 っていった」 というような苦難にみちている。(209)そ して

アルコールに救いを求めざるをえな くなり，その荒んだ生活のなかで黄熱病

に罹って生涯をとじる。その病は彼の看病をしたJudithを も死なせ，その後

彼の息子，つ まりSutpenの 曾孫Jim Bondが 白痴だとい う事実が明らかにな

ってみれば，一家の悲運はここに極 まった感がある。だが過酷な運命はそれ

だけでは終わらない。逃亡か ら戻 って屋敷の二階に病んで隠れていたHenry

を町の病院に移そうと，Miss Rosaが 救急車 を要請する。だがClytieは 彼を逮

捕するためにやってきた警察の車 だとそれを勘違い して，白痴のJim Bond

に命 じて屋敷に火をつけさせる。その炎のなかでHenryとClytieは みずから

生を終える。だが，その白痴はどこかに姿を消 して しまう。

 生 き残るのは，Sutpenが あれほど黒い血 を家に入れるのを阻もうとした黒

人でしかも精神遅滞者だけなのだ。ここまで徹底的にSutpenの 子孫の悲惨 な

末路 を描 くのは，Faulknerが 南部の奴隷制度やそこか ら生まれた人種差別 を

不条理だと考えているからにほかならない。それはQuentinが ，「あの戦争の
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敗 因 が 神 意 で あ る 理 由 を 人 び と に や っ と理 解 して も ら う た め に，Miss Rosa

が 自分 に話 を聞 い て ほ しい と思 って い る 」 と想 像 す る と こ ろ に も，(11)ま

たShreveとQuentinの 想 像 の な か で ， Henryが 「神 が 四年 前 に私 た ち を 見 捨

て た か ら， 私 た ち に は 名 誉 も誇 り も神 も な い の で す 」 とい って い る と ころ に

も見 て取 れ る。(354)こ の よ うに南 部 社 会 の 罪 の 根 源 ， 言 い換 え れ ば黒 人 を

搾 取 した 南 部 の 過 去 の 罪 業 は衰 退 した 南 部 の現 状 を知 る た め に も探 求 しな け

れ ば な らな い 課 題 と な る。 そ の た め にSutpenと い う人物 が 南 部 の過 去 に 生 み

出 さ れ た の だ 。 過 去 を甦 らせ る 手 法 は 時 間 を取 り戻 す こ と で あ る 。

 厂時 間 は 決 ま っ た もの で は な い ， 時 間 は あ る意 味 で そ の 瞬 間 に 生 きて い る

す べ て の 人 た ちが 結 集 して 創 り出 した 知 性 な の だ 」 と作 者 は 考 え る か ら， 何

人 もの 登 場 人物 た ち にSutpen一 家 につ い て そ れ ぞ れ の 考 え を 述 べ させ る 。18

そ れ が こ の 小 説 の 時 間 で あ る 。 つ ま りあ る 時 代 を 生 き た 人 た ち の 意 思 を

Quentinとshreveが ， あ るい はMr. CompsonやMiss Rosaが そ れ ぞ れ創 造 す る

こ とが 時 間 なの で あ る 。 そ の 思 考 は 時 間 の な か を瞬 時 に飛 び 交 うか ら，何 重

もの 時 間 の 層 が 現 れ る 。 人 の 深 層 心 理 は ま さ し くそ の よ う に動 くか ら， よ り

鮮 や か にSutpen一 家 の状 況 が 多 重 に描 き出 され る。 そ れ が この 作 品 の構 成 で

あ り， 登 場 人 物 た ち の意 識 が 交 錯 す る理 由 で あ る 。

 うず ら狩 の 場 面 を例 に挙 げ る と， 寮 の 部 屋 でShreveか ら狩 につ い て 質 問

さ れ る 現 在 とい う時 間 が あ る。 そ の 問 い か け に よ っ て ，Quentinは そ の と き

父 親 とふ た りで 訪 れ たSutpen家 の墓 地 の こ と， そ れ か ら父 親 が 語 っ たSutpen

家 の 由 来 を思 い 出 す 。 父 親 に よ る と，JudithとClytieがBonの 息 子Valeryを

引 き取 る が ， 成 長 す る に つ れ て 彼 が 荒 れ 狂 っ て 暴 力 沙 汰 を 繰 り返 す た め ，

Judithと 彼 が どん な会 話 を交 わ し たの か 分 か らな い ， とい う こ とだ っ た 。 そ

の と きQuentinは ， JudithがValery Bonに 妻 子 の 面 倒 をみ るか ら ， 問題 な く白

人 と して とお る北 部 の都 会 へ 行 っ て は ど う か と話 す 場 面 を想 像 す る。 こ こ に

は， 寮 に い る現 在 ， うず ら狩 の 折 に 訪 れ た墓 地 が 表 す 過 去 ， さ ら に そ こ で 父

親 が 話 す そ れ よ り以 前 のSutpen家 の 過 去 ， そ して そ の と きJudithとValery

Bonが 会 話 を す る とい うQuentinの 想 像 が あ る 。 つ ま り三 層 の 時 間 が あ り，
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想 像 に よ っ て描 出 さ れ た心 理 的 時 間 を含 め る と， この 場 面 に は 四 層 の 時 間 が

示 さ れ て い る の で あ る 。19こ う した 多 層 の 時 間 の な か か ら ， どの 時 間 が

Sutpenの 過 去 に 一 番 ふ さわ しい か を考 え る よ う に読 者 は求 め られ る。 そ れ ぞ

れ の 読 み 方 が そ れ ぞ れ のSutpen家 の 過 去 ， つ ま り南 部 の過 去 を創 り出す こ と

に な る。 そ こ に この 作 品 の 奥 の深 さ と難 解 さが あ る 。

 そ の 時 間 を探 求 した 結 果Shreveは ， 「や が てJim Bondの よ うな 人 た ちが 西

半 球 を征 服 す る こ と に な る と思 う。 も ちろ ん ぼ くた ちの 時 代 に は そ ん な こ と

に は な らな い さ， そ して も ち ろ ん ，彼 らが 南 北 両 極 に むか っ て 増 え て い くに

つ れ て ， 兎 や 鳥 の よ うに 白 くな っ て い くの さ， そ うな る と雪 に もそ れ ほ ど 目

立 た な くな る だ ろ う」 と人種 問 題 に つ い て 人 種 混 合 が 続 く， とい う結 論 を だ

す 。(378)や が て 人 種 を め ぐ る争 い が 終 結 す る とい うの で あ る。 そ れ は ，論

理 性 が な く， 希 望 的 観 測 が 強 く， 一 見 真 摯 な結 論 とい え るの か とい う疑 問 が

わ く。 しか し， そ の 結 論 は ，Sutpenの 人 種 差 別 意 識 が も た ら し た 悲 劇 を

Quentinと と も に話 し合 っ た 結 果 ， Shreveが 辿 りつ い た 歴 史 的必 然 を 意 味 し

て い る， と考 え た 方 が よい 。

 も と も とshreveは 南 部 を知 りた い と思 って い て ， Quentinに 「南 部 につ い

て 話 して くれ。 そ こ は どん な所 なの だ。そ こ で は どん な生 活 を して い る の だ 。

なぜ そ こ で生 活 して い るの だ。い っ た い なぜ 生 きて い る の だ 」 とい っ て い る。

(174)こ こ の 四 つ の 疑 問文 に は疑 問符 が つ い て い な い 。 そ れ は疑 問 文 と い う

よ りも 冒頭 の 命 令 文 に吸 収 され て ，話 して ほ しい とい う願 望 そ の もの を表 し

て い るか ら だ。 そ れ ほ ど南 部 はShreveに とっ て好 奇 の 対 象 に な って い た の で

あ る。 そ の知 りた か っ た南 部 につ い て理 解 した と き， 彼 が 無 意 味 な結 論 を 言

う はず が な い 。 そ れ に ， そ うで な け れ ば寒 い 寮 の 一 室 で ，Quentinの 口 か ら

で は あ るが ， これ ほ ど多 くの 人 た ち の話 し を聞 き， 長 い 時 間 を か け て 南 部 の

本 質 につ い て話 しあ っ た 意 味 が な くな る か らで あ る 。

 最 後 に ，Quentinはshreveに 「ど う して きみ は 南 部 を憎 ん で い る ん だ い 」

と尋 ね られ る と， 彼 は急 い で 憎 ん で い な い と答 え ，憎 ん で は い な い と想 い続

け る。(378)そ こ にQuentinの 苦 【滋が 示 さ れ て い る。 彼 とShreveが この 物 語
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を紡 ぎ終 え た と き，彼 が 「亡 くな っ た 多 くの 人 た ち よ り も20歳 に して ぼ くの

方 が ず っ と年 を取 っ て い る」とい うの は ， 南 部 の 悲 劇 を再 現 す る作 業 が あ ま

りに も重 い 体 験 で あ っ た か ら だ。(377)作 者 は 「Shreveは 話 に真 実 を加 味 す

る解 説 者 だ っ た 。Quentinだ け に この 話 を させ て い た ら， そ れ は 真 実 と は ま

っ た くか け 離 れ た もの に な っ て い た だ ろ う」 とい っ て い るが ， そ の 言 葉 に悲

惨 な事 実 を直 視 で きな い 身 内 と して のQuentinの 意 識 をみ る こ とが で きる 。20

ま た ， そ こ にQuentinの ， そ してFaulkner自 身 の 南 部 に た い す る ア ン ビ ヴ ァ

レ ン トな想 い を窺 い知 る こ とが で きる 。 そ れ ほ ど奴 隷 制 度 や 人種 差 別 とい っ

た南 部 社 会 の 罪 は重 い とい う こ とな の だ。FaulknerはSutpenの 物 語 に よ っ て

南 部 の 苦 しみ と罪 過 を明 らか に し よ う と した と い え る 。

一 了一

 本 論 は テ キ ス ト と し てFaulkner， William. ABSALOM， ABSALOM!London：

Chatto and Windus，1969.(The Collected Works of William Faulkner)を 用 い た 。

引 用 文 の 後 の カ ッ コ 内 の 数 字 は す べ て こ の 版 の 頁 数 を 示 す 。

 本論 で引用 した原文の翻訳 は筆者の訳である。『アブサ ロム， アブサロ

ム!』 は冨山房からフォークナー全集12と して恩師 ・故大橋吉之輔の名訳

が出版されてお り，本来はこの訳 を掲載すべ きではあるが，論文の場合に

は自分の訳 を示すのが必要な姿勢だ と考 え，敢えて拙訳 を載せたことをお

ことわ りしてお く。 なお作品解釈にあたって，師の労作 には多 くの示唆を

受けたことを明記 して，改めて亡 き師に感謝を表 したい。

 また本論 は慶應義塾大学2001年 度秋学期の特別研究休暇のおかげで，大

部分が完成 したことを記 し，その機会が与 えられたことに謝意を表 したい。
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 1865年 は55か56歳 の は ず で あ る 。 … 方 ， 家系 図 に はSutpenは1807年 生 ま れ と記

 さ れ て い る 。 こ の 場 合 は1865年 に 彼 は58歳 と い う こ とに な る 。 だ が ， こ う した

 事 実 の 相 違 は さ さい な瑕 疵 で あ っ て ， 作 品 の 価 値 を傷 つ け る もの で は な い 。 そ れ
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Synopsis 

  William Faulkner's Absalom, Absalom!: 

  The Evil of the Old South Described through the 
         Collapse of Sutpen's Design 

                         Yoshitaka Naruse 

 Sutpen's motive for acquiring the status of a big planter is based on his 

humiliating experience in his boyhood: he was told to go to the back door 

by an "ape-like" black servant. It seems to readers that his final object is 

to get land, blacks and a big house to spend such a comfortable life, lying 

in a hammock and being served drinks by a black servant. He explains, 

however, that his definite design is not to become a planter but to accept in 

his house both strange, poor orphans like himself and their descendants. 

Thinking of his demonic behavior, we can not help doubting whether his 

words are true. The circumstances in which he told the design to General 

Compson give us a clue to the answer to this question. At that time he came 

home on a day's leave during the War, and visited General Compson at the 

office to get advice as to why his design fell short of success. The 

conditions were too urgent to allow him to exaggerate his story or pretend 
to be a good person. His story, therefore, is considered true, even though 

he never welcomed any orphan after his success. Another reason is that he 

is so much larger than life that ordinary people find him difficult to 

understand. People ascribe to him such different and contradictory 

attributes as the demonic and the philanthropic. 

 One of the most important characteristics of Sutpen is his innocence.
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This is different from the quality usually seen in American literature which 

means that a young man has lost his purity through experiences in a dirty, 

real society. In this novel it signifies his strong personality: he never 

changes his mind once he has made a decision to do something, and in 

other words nothing but his death can prevent him from achieving his 

design. This earnestness denotes the content of his innocence. It leads him 

to his success as a planter, while it also forces him to fail in his design. 

Once he believes in the code of the Old South that planters must not have a 

drop of black blood, he adheres to that code to the letter and to the end. 

 The idea he accepts innocently compels him to lose the design: he has to 

leave his wife and son whom he has thought indispensable for his design 

when he becomes aware of her faint possession of black blood, and also he 

can not allow Judith's marriage to Bon proposed by Henry, because of his 

secret identification of Bon with his son with black blood. Moreover, he 

deserts Milly when he finds his baby female, because he wants to get a 

male successor. This selfish deed makes her grandfather angry to the 

extent that he murders Sutpen, because he has to give up his ambition to 

climb a social ladder, utilizing his position as a relative by marriage. His 

innocence impels him to run wildly toward the achievement of his design, 

which leads him to death. 

 Faulkner uses only the word "design", not "dream", referring to the 

aspiration Sutpen himself talks about. That is because the author does not 

only think that Sutpen's aim is concrete like land, blacks and a big house, 

not ambiguous like a dream, but also that the position of Southern planters 

based on black slaves is absolutely different from any dream associated 

with a romantic yearning. In other words, he has a sense of guilt about the 

sins of the Old South so intense that he could not use the word dream when 

describing Sutpen's ambition.
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 Time is the sum of intelligence which all people who live at that moment 

combine. The author, therefore, makes many characters describe their 

thoughts about the Sutpens. That is the meaning of time in this novel. In 

other words, time is that Quentin and Shreve, Miss Rosa, or Mr. Compson 

each creates in their imagination the idea and deed of people who lived in 

some period. Since their imagination jumps freely here and there in time, 

there appears several layers of time in one scene. Because Faulkner's 

stream-of-consciousness technique mimics the workings of the human 

mind, the circumstances of the Sutpens are represented more vividly. This 

is the structure of the novel and the reason characters' consciousness is 

shown changing as they recall incidents in Sutpen's life one after another, 

jumping back and forth in time. 

 Making use of this time, Faulkner tries to search for what the South is 

through various descriptions of a figure who accepts the Southern code and 

considers segregation right innocently. The Old South depicted in the story 

is extremely tragic and at the same time sinful, as is demonstrated by the 

detail that the only survival of Sutpen's descendants is an idiot with black 

blood. That indicates Faulkner's realization of the Old South, because he 

thinks that a society supported by slavery and segregation should be absurd 

and unacceptable. He makes an attempt to manifest not only the agony the 

South has experienced but also the evil of the Old South through the rise 

and fall of Sutpen.


